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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、韓国側と日本側で年代観が異なる古墳時代前期～中期について、韓国の古
墳から出土する人骨の炭素14年代を測定して年代観を確定することである。3世紀から6世紀までの嶺南地域を中心に、
4つの遺跡，約150ｻﾝﾌﾟﾙに達する。
測定の結果、韓国側と日本側が主張する年代の中間に比定される可能性高いことがわかってきた。ただし、測定数がま
だ不足していること、6世紀の資料は豊富だが、3～5世紀の測定数が足りず、時期によってばらつきが激しいことから
、さらなる測定が必要であることは言うまでもないが、古墳時代の年代にも炭素14年代測定は有効であることは間違い
ないという見通しを得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study establish the time scale in the Early and Middle of the 
Kofun period by measuring the carbon 14 analysis about the human bone where excavated from the burial moun
d in the Korean peninsula. We measured approximately 150 samples in the Yeongnam province from the third c
entury to the sixth century.
As the condition of the collagen was bad in the human bone, we can't measure many analysis. The data was r
estrictive in the fifth century. In addition, it was old than 100 years when it calibrated by the IntCal13
 about the human bone in the third century to the fourth century. We understand the carbon 14 analysis was
 effectively in the timescale in the Kofun period too.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

日本の古墳時代と韓国の三国時代は、特に

古墳時代前期と中期の開始年代をめぐって、

日本側と韓国側で年代観が 50 年ほどずれる

(韓国側(釜山大学)が新しく見積もる)ことが

知られていた。原因は相対編年の基軸となる

陶質土器編年の未整備と、安易な文献の適用

である。 

歴博でも 90 年代より、こうした状況を打開

するため、杉山晋作を中心に「日韓における

古墳・三国時代の実年代観」という共同研究

を通して、年代観のすりあわせを考古学的に

行ってきたが、いずれもお互いの主張を繰り

返すばかりで、合意することは出来なかった。 

炭素 14 年代を使って弥生時代と韓国の青

銅器時代の年代観をすりあわせていた研究代

表者は、こうした古墳時代の年代観のズレを

修正するために，以前から炭素 14 年代を導入

できないかと考えていた。 

弥生時代の場合はもっぱら土器付着炭化物

を用いた。それは高精度な土器型式編年が完

成しているからである。しかし古墳時代の場

合は先述したように基軸となる陶質土器の相

対編年が確立していない。さらに古墳の場合、

特に追葬が明確になる横穴式石室の場合は、

陶質土器の付着炭化物を測定しても、埋葬時

なのか追葬時なのか、といった複数の時期が

想定されるため、必ずしも古墳築造年代を知

る手立てとはならない。 

そこで注目したのが慶南礼安里古墳群出土

の人骨である。本古墳群は 4世紀から 6世紀

にかけての 300 年間にわたって古墳が築造さ

れているが、追葬のない内部主体であると同

時に、年代測定が可能な人骨の遺存状態がよ

いことで知られている。遺体から得られた年

代は殯の期間を考えたとしても、副葬遺物の

副葬年代とほぼ同時と見なすことが出来る。

したがってこれをもって年代のすりあわせが

できるのではないか？と考えたのである。 

２．研究の目的 

本研究課題の最大の眼目は，併行期であり

ながら日本と韓国で年代観が食い違っている

古墳時代と三国時代の実年代を，加速器質量

分析(ＡＭＳ)－炭素 14 年代測定法を用いる

ことによって決定することにある。主な測定

対象は、韓国の古墳から出土する人骨である。 

韓国の古墳には武器や武具，陶質土器など

日本の同時期の古墳にも副葬されている器物

が副葬されているので，人骨の年代がわかれ

ば副葬された器物の副葬年代を求めることが

できるというわけである。 

その結果に基づいて日韓両国で年代が食い

違っている古墳前期，中期の開始年代をはじ

めとした年代観の統一をはかり，この時代の

新しい日韓交流史を考えるための，共通の年

代観という研究基盤を作ることを目的とする。 

３．研究の方法 

まず相対編年の基軸となる副葬品の良好な

組み合わせをもつ古墳から出土した人骨の炭

素 14 年代測定を実施する。 

次に日本の古墳から礼安里古墳群と同じよ

うな組み合わせの副葬品をもつ古墳を抽出し

て、相対編年をもとに相対年代を確定し、礼

安里古墳群で求めた数値年代とのすりあわせ

を行う。 

以上の理化学的な成果と検討結果を総合し、

副葬品の相対編年という考古学的な成果とあ

わせて、慶南地域の古墳と日本の古墳との間

で整合性のとれた実年代を構築する。 

具体的には、慶尚南道・慶尚北道に所在す

る以下の古墳から出土した人骨、90 点を中心

とした炭素 14 年代測定を行い、較正年代を計

算して比較検討する。 

① 平成 23 年度 慶南礼安里古墳群 釜山

大学校博物館蔵 ３～６世紀 22 点 

② 平成 24 年度 慶北林堂古墳群 (財)嶺

南文化財研究院蔵 ４～６世紀 19 点 



③ 平成 25 年度 慶北林堂古墳群 嶺南大

学校博物館蔵 ４～６世紀 9 点 

慶北佳山洞遺跡 ５～６世紀 18 点 

 慶南新文里遺跡 東亜細亜文化財研究院蔵

 2 点 

４．研究成果 

①概要 

測定した 90 点の人骨のうち、考古学の相対

年代との間で整合的な年代が出たのは、礼安

里 2 点、林堂 2 点、佳山洞 1 点のあわせて 5

点にとどまった。時期的には 3 世紀 1 点、4

世紀 1 点、5 世紀後葉 3 点である。残念なが

ら前期や中期の開始年代に相当する試料はな

かった。 

原因は、炭素 14 年代測定を行うために必要

な、骨に含まれるコラーゲンの濃度が足りず、

測定にまで至らなかった試料が多かったこと

である。さらに発掘からかなりの時間を経過

している骨は、保存の関係で石油系樹脂によ

る保存処理が行われていたものが多かったこ

とである。保存処理済みの人骨を測定する場

合、石油系樹脂を完全に除去した上で測定し

ないと、デッドカーボンが測定値に影響を与

えてしまう。調査班としても、保存処理済み

の試料を何とか使えないかということで、専

門機関に処理をお願いした上で、炭素 14 年代

測定が可能となったものも少なからずあるが、

資料的制約の厳しさはいうまでもない。 

そこで 2年目から出土状況がはっきりして

いる木材やウルシ、動物の骨などにも対象を

広げることで、試料の増加をはかった。 

しかしそれでも両国間の年代観のズレを解

消できるほどの数値年代を得ることはできな

かった。較正年代は確率なので、土器 1型式

あたら 20 点の測定値があれば十分だが、5点

程度でもウィグルマッチングは可能である。

今回の結果は数的にそれすらも遠く及ばない

結果となってしまった。 

人骨が多く残る古墳はそれほどないので、

人骨の炭素 14 年代をもとにした研究は，これ

以上難しいであろう。そこで今後有望なもの

に、酸素同位体比を用いた研究がある。現在、

総合地球環境学研究所の中塚武教授が酸素同

位体比の変動パターンを作成中である。これ

が完成すれば、10 年輪程度残っている木材さ

えあれば、その部分の年代を 1年ごとに明ら

かに出来るようになる。保存処理がしてあっ

ても、また年輪年代が使えない広葉樹でも有

効なので、有望な資料といえよう。木材の場

合は伐採年代との時間差という問題があるが、

炭素 14 年代に加えてもう一つ有望な理化学

的な方法として、今後、活用していきたいと

考えている。 

② 各遺跡の調査結果（概要） 

慶南礼安里古墳群 

計 22 点のサンプリングを実施し、このうち

人骨 12 点と土器付着炭化物 4点を採取した。 

採取した人骨のうち、考古学的な編年上、

新旧の明らかな人骨 3点（90 号：3世紀後半

～4 世紀前半、126 号：5 世紀前葉～中葉）、

57 号：6 世紀初頭と、45 号出土軟質土器：5

世紀中葉の付着炭化物を対象に炭素 14 年代

測定を行った。 

3 世紀後半～4世紀前葉に比定される 90 号

出土人骨の較正年代は AD131～AD239 で、考古

編年よりもかなり古い方にずれる結果となっ

た。しかしこの時期は日本でも IntCal で補正

すると 100 年ほど古くなることが知られてい

るため、日本産樹木年輪のデータで較正する

と、AD300 前後の可能性も出てくる。 

5 世紀前～中葉に比定される 126 号人骨の

較正年代は、AD256～AD392 で、3世紀中頃か

4 世紀前半のいずれかの年代を統計学的に与

える。考古年代よりも 100 年以上古い印象を

与えるが、3世紀に比定される 90 号人骨の炭

素 14 年代（1825±20 14C BP）に対して、

1715±20 14C BP という炭素 14 年代値の新旧

関係は整合的である。今後、4 世紀以降を含

めて両地域の較正曲線の関係を検証する必要



があるだろう。 

6世紀初頭～中葉に比定される57号人骨は、

AD667～AD727、および AD736～AD772 という較

正年代で、先の 2例とは逆に考古編年に対し

て新しい結果となった。追葬のない礼安里古

墳群の場合は後世の人骨が混じりこんだ可能

性は考えにくいので、原因は不明である。 

5世紀中葉に比定される45号出土土器の付

着炭化物は、5 世紀から 6 世紀前半の較正年

代を示し、今回の測定結果のなかでももっと

も整合的な年代であった。AMS 測定で同時に

得 ら れ た 炭 素 の 安 定 同 位 体 比

（δ13C=23.40±0.12）からは、海洋リザーバ

ー効果の影響を考慮する必要はないと考えら

れる。 

礼安里の人骨はコラーゲンに恵まれず、整

合的のある測定値を得られた試料が少なかっ

たことは残念であった。ただなかには IntCal

を補正した K-Cal 構築の必要性も確認するこ

とができたので、より保存状態のよい試料の

測定数を増やしていくことが必要である。 

 

慶北林堂古墳群 

武器や武具、陶質土器など、日本の同時期

の古墳にも副葬されている器物が副葬された

古墳群で、人骨の年代がわかれば副葬品の副

葬年代を求められることが予想された。 

追葬が不可能な木槨墓、積石木槨墓からな

るＧ地区の墳墓から 19 点を採取して、コラー

ゲンが抽出できた9点の炭素14年代測定を行

った。時期的な内訳は、5 世紀第一四半期 1

点、同第 2四半期 2点、同第 4四半期 4点、

同 6世紀第 1四半期 2点である。 

窒素の安定同位体比が比較的高く、何らか

の水産物が食料として利用されていた可能性

があるので、同時期の陸上動物との比較が必

要である。 

林堂古墳群出土人骨の炭素 14 年代測定に

あたっては、試料に樹脂が塗布されていたの

で、その除去が課題となった。ASE 法(高速溶

媒抽出装置)で処理された試料 2 点は考古学

的な年代(林堂 2号南墳、林堂 5B1 号)とほぼ

整合的な較正年代を示した一方で、ソックス

レー法(トルエン、ヘキサン、アセトン、水で

の洗浄)で処理された試料はいずれも新しい

較正年代を示した。樹脂の除去法にも今後の

課題を見つけることが出来た。 

 

佳山洞古墳群 

5 世紀第 1 四半期から 6 世紀第 1 四半期ま

での人骨、18点について、東京大学総合研究

博物館放射性炭素年代測定室で、コラーゲン

の抽出と炭素 14 年代の測定を実施した。 

その結果、ほとんどの試料がコラーゲンの

劣化に伴い、本来の値を示さない可能性があ

ることがわかった。ただ 1点だけ、5世紀第 3

四半期〜第 4 四半期の試料が、較正曲線の平

坦な時期にあたり、5 世紀前葉から 6 世紀中

ごろまでのどこかに来ることがわかった。た

だ誤差を考えると、まだまだ実用性に乏しい

段階にとどまったことは否めない。 

炭素同位体比の分析結果によれば、水産物

の利用の高さが推定された。 

 

新文里遺跡 

貝層や住居跡から見つかった土器に着いて

いた炭化物の炭素 14 年代測定を行った。1点

は鉱物に由来する炭素の影響を受けて古い値

が出たが、もう一点は初期鉄器時代の値を示

した。 
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